
へ との違いと
新標準から見る の進化

ダッソー・システムズ 株

河村憲

年秋季大会

システムズエンジニアリングシンポジウム



概要

モデルベースシステムズエンジニアリングの実践を支援するシステムズモデリ
ング言語 は、現在大きく進化しようとしています。

年 月、新しい標準仕様 のベータ版が、標準化団体

より発行されました。

では、利用性、表現力、拡張性等を高める言語体系とし、エ

ンジニアリング活動に必要な情報との相互運用性を確保する 仕様を

標準化しています。

の成り立ち、 との具体的な差異を含めた の内

容、そして への移行の必要性やその狙いについて解説します。



アジェンダ

（ブラントマ）より

への歩みと の関わり（約 分）

河村憲（かわむらけん）より

の解説（約 分）

システムズエンジニアリングに対する の位置づけ

 の歴史や の必要性と狙い

 の進行状況とダッソー・システムズの貢献

 のキーポイントと との違い（メタモデル・記述方法・ ）

 モデル資産の への移行パス

ダッソー・システムズの技術ロードマップとまとめ
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システムズエンジニアリングとは？（概要・簡易版）

慶應義塾大学 西村先生

のご講演資料をもとに加筆

で定義されている「システムズエンジニアリング」はスコープが広く、下記の

技術プロセス全体に加えて、マネージメントや組織的プロジェクト実現プロセスなども含む

利害関係者

ニーズ

システム設計と

仕様

システム統合

とテスト

システム

解決策

システム要求

コンポーネント

設計，実装，テスト

コンポーネント

要求
検証済み

コンポーネント

設計の

フィードバック

統合とテストからのフィードバック

システムアーキテクチャ
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「より良い製品」

を開発するための

「より良い設計」

を実現したい。

解決するべき

具体的な

エンジニアリング

課題がある

に対する や の「位置づけ」

製品開発

ドキュメント管理

を脱却して、

システムズ

エンジニアリング

を効率的に

幅広く

取り入れたい

国際標準の

言語に基づいて、

社外にも通じる

アーキテクチャ

を書きたい

原点でも

目標でもなく、

手段です！
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とは？ （概要・簡易版）

 世界で最も使われている
システムズモデリング言語

 標準化団体 によって
言語を元に策定

 主に４種類の情報を
ダイアグラムで表現する：

要求（ ）

構造（ ）

振舞い（ ）

パラメータ（ ）

 システムズアーキテクチャ以外のプロ
セス（分野設計、シミュレーション
など）と連携することを目標とする
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を用いた のトレンドと課題

 航空宇宙・防衛業界を中心に使われていた ・

が他業界に広がりつつある（特に自動車業界）

 マネージメント層にも必要性の理解が進み、

組織・プロセスの改革に投資をする企業が増加

 分野設計との連携（ ）やシミュレーション

との連携（ ）が急ピッチに進化中

 「サイロ化を解消するための手段」ですが、

が「もう一つのサイロ」になってしまうケースも

 多くの企業はドキュメントベースからモデルベースへの移行

にまだ苦戦中（文化的課題が大きい？）

 現場展開やテーラリングのベストプラクティスが不十分
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の狙い（概要）

 フォーマルセマンティックに基づく、

に制限されない新メタモデル

 表現力と正確さの向上で

幅広いユーザーにより使いやすく

 テキスト表記も兼用できる

より豊富なビューポイント

 標準 実装による や設計ツールと

より密接なインテグレーションへ

 初期段階から から への移行パスを計画

出典 、

表現力

整合性

総合運用性

(interoperability)

使いやすさ
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レビュー検討

誕生から現状とその先

リリース

を補完

次世代システムズモデリング言語

のワーキンググループ検討スタート

標準として 公開

動向 発行
発行

提案仕様は、

より

に提出

正式

リリース

β

は

最後

のリリース

とされる

ベータ版

リリース
スタート

「早くても」
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とは？

エンドユーザ、ベンダー、アカデミック、

行政機関などからなる幅広いチーム

 以上の組織を代表する 人以上

のメンバーが参加

 つの

への提出物を作成

 要求とユーザニーズに基づく

出典
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のアジャイル開発プロセスとモデルベース環境

出典

 弊社Dassault
Systèmesはメンバー
としてだけでなく、

SST自体の活動や
実験的実装環境

を支える技術も提供

検証ケース定義

 プロファイル定義

 v1-v2変換

 メタモデル設計

 APIのPIM・PSM

 …
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のキーポイント

 に制約されない新しいメタモデル

システムズ・モデリングに焦点を当て、

ほとんどの モデリング機能を保持

形式的なセマンティクスに基づく

柔軟なビュー ビューポイント仕様に

基づくロバストなビジュアライゼーション

グラフィカル、表形式、テクスチュアル

モデルにアクセスするための

標準化された

出典

言語のケーパビリティ
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言語アーキテクチャ

での

利用部分

基礎部分

新たなメタモデル

出典



簡単な自動車モデル

テクスチュアルとグラフィカルの記述例

出典

テクスチュアル・ノーテーション グラフィカル・ノーテーション
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でキーとなる考え方： と

 にフォーカスした

モデリングアプローチを可能に

 より正確に直感的に

利用できるようにするためのパラダイムシフト

と の用語マッピング
（ では一貫したパターンを適用）

からあった ・ の概念をより明確に定義し、使いやすく

出典



と の記述の違い（例）

出典

パートの分解 ・編集
 はパートの

分解 をサポート

 パートは直接編集可

分解 における曖昧さの低減
 ： の と の

は区別がつかない

 ： と はそれぞれ独自の

を持つ（異なるトルクを定義可）

は 要素
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サービス

 他のツールやアプリケーションが
標準的な方法で モデルに
アクセスできるようにする

 次のようなサービスを提供：

要素の作成、更新、削除

 モデルのクエリとナビゲート

 その他、モデル管理、分析、変換、
ファイルエクスポートなど

 共通パターンをサポート

構成ツリーのナビゲーション

 ブランチ作成

複数の制約でのクエリ

 、 、 などの
様々な実装技術の使用を容易にする

出典

標準APIを通じてSysML v2モデルと接続
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と比較した のまとめ

 学習と使用のためによりシンプルに

アドオンではなく、システムズエンジニアリングの

概念をメタモデルの中に設計

一貫した と のパターンの適用

より一貫した用語定義

パーツ、アクション、 を分解できる機能

パッケージフィルタでより柔軟なモデル構成

 より正確に

テクスチュアル構文・表現言語

形式的なセマンティックの根拠

制約としての要求

 より表現力豊かに

バリアントモデリング

分析ケース、トレードオフ分析

 、スナップショット、タイムスライス

よりロバストな定量的特性（例：ベクターなど）

簡単なジオメトリ

クエリ フィルター表現

メタデータ

 より拡張性高く

よりシンプルな言語拡張機能

 モデルライブラリに基づく

 より相互運用性高く

標準化された
出典



から への移行パス

出典

 影響評価のためのパイロットプログラムを開始

 ロードマップに関するツールベンダーとの協議を開始

 更新のための段階的計画の準備

• プラクティス

• ツールインフラ

• トレーニング

• メトリクス

• 参照モデルと再利用リポジトリ

• 実践に関する コミュニティ

• プロジェクト開発の基準
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弊社の への貢献と技術ロードマップ

発行
ドラフト版

準拠ツール提供

最終リリース

以降

レビュー、技術サポート、プロトタイプ作成 ツールのα・β版開発

将来的に複数のツールが

SysML v2対応:

が

実装 参加

参加開始

 メタモデル

 グラフィカルノーテーション レプレゼンテーション

 振る舞い実行セマンティクス

 ジオメトリセマンティクス

 から への変換

 モデル交換

 言語拡張
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導入の「針を動かす」ために

•創造的に – より少ないリソースでより多くのことを行う

•統合を可能にし、MODSIM (モデリング&シミュレーション) を普及させる

•使いやすさ、経験と学習の継続性

実務者にとって

•v1への投資を維持し、中断を最小限に抑える

•より良い統合や多様なステークホルダへの幅広いアピール

•アジリティ、生産性と効率性、定量化可能なROI

組織にとって

•SEプログラムのためのカタリスト

•知名度/評判
学術にとって

移行のための重要な成功要因：
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弊社 ユーザーコミュニティへのご招待

MBSEに関する

深い専門知識

過去ウェビナーや

イベントの発表資料

コミュニティ

Q&A

CATIA Japan team
アカデミックパートナー

DS MBSE パートナー企業 CATIA Magicユーザー様やMBSE利用者様

日本のMBSEコミュニティの活性化に貢献するために、「日本語で」情報を交換する場を設立

参加無料。CATIA Magicユーザーでなくても参加可能

全世界ユーザーコミュニティ（英語）にもアクセス可能

参加申し込みリンクはこちら
（弊社3DXPFで無料アカウント登録後、参加承認に少々お時間いただきます）

https://r1132100503382-eu1-3dswym.3dexperience.3ds.com/#community:L4nYNAqETDuxAvOrGCTFzw


http://www.3ds.com/
https://fr.linkedin.com/company/dassaultsystemes
https://twitter.com/dassault3ds
https://www.youtube.com/dassaultsystemes
http://facebook.com/DassaultSystemes/
https://www.instagram.com/dassaultsystemes
https://www.tiktok.com/@dassaultsystemes


参考資料

•

•

-

•

-

-

https://www.omg.org/spec/SysML/2.0/Beta1/About-SysML
https://github.com/Systems-Modeling
https://github.com/Systems-Modeling/SysML-v2-Release/tree/master/doc
https://www.youtube.com/watch?v=4iCZVyo2Ceo
https://www.youtube.com/watch?v=FXBlwmw5dEQ

